
第 １３ 回 神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会

平成２５年６月４日

資料４
首都圏ボトルネック対策協議会における
神奈川県内の対応方針等について



１．対応方針（案）について
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１．対応方針（案）について

１－１ 首都圏ボトルネック対策協議会での対応方針の位置づけ

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

○首都圏渋滞ボトルネック対策協議会にて各種データやパブコメにより整理し、議論を経
て公表した主要渋滞箇所について、渋滞対策の大きな方向性を示すものである。

○各県毎の移動性等向上委員会を経て決定した各県毎の対応方針を踏まえ、首都圏全
体の概況と対策の方向性、今後の対応方針を整理する。

○今後、各道路管理者がこの対応方針に基づき各主要渋滞対策箇所毎の具体的な対策
の検討を実施。
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１．対応方針（案）について

１－２ 首都圏ボトルネック対策協議会での対応方針の立案の流れ（案）

○対応方針の立案にあたっては、首都圏全体、各都県（県全体及び地域）を階層的に整理する。
○地域特性、交通特性を整理し、必要な対策の方向性を検討していく。

首都圏全体における対応方針

「１．首都圏の概況」

地勢、社会経済、道路交通データ等より首都
圏全体の概況を把握

「２．方向性」

首都圏全体の概況より、渋滞への「総合対
策」、「道路整備」の方向性を立案

1都3県における対応方針

「１．各地域の概況」

地勢、社会経済、道路交通データ等より地域の概
況を把握

「２．現在の対策等」

地域の概況より、渋滞への対応方針（道路整備、
ソフト対策）を立案

各都県の対応方針

首都圏全体の対応方針

※各都県全体及び選定した代表エリア

主要渋滞箇所毎の
対策の方針

協議会での検討部分

ＷＧ・各都県移動性等向上
委員会での確認を経て

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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１－３ 地域の設定

川崎市や横浜市を中
心とする

東部地域

地域分類（案）４地域

相模原市や大和市、
厚木市を中心とする

県央地域

主に観光客による交通
集中が渋滞原因

湘南・西湘地域

東西方向の東名、国
道1号・246号に混雑

が生じている

東名軸地域

１．対応方針（案）について

○県内の主要渋滞箇所・区間・エリアが集中する地区を地域の状況や渋滞の要因等を踏まえ、4つの地
域に分割。

○人口が集中し、社会経済活動が活発な地域。

○主な渋滞要因は、主要な幹線道路が市街地中心部を通過しているこ

とによる。中心部で業務交通が多く、容量不足による速度低下や渋滞

が発生している。

○東名高速道路や国道16号、246号などの道路網が整備され、さらに新

たなネットワークとなる圏央道の整備が進む地域。

○主な渋滞要因は市の中心で通過交通と市内中心部への流入交通の

混在。幹線道路で容量不足による速度低下や渋滞が発生。

○古都「鎌倉」や湘南、三浦半島などの観光資源を有し、多くの観光客

が訪問する地域。

○主な渋滞要因は休日や行楽シーズンで観光地に向かう交通の集中。

○交通の多い東西方向を結ぶネットワークのうち、特に混雑が集中する

東名高速道路（横浜町田IC～海老名JCT）、国道246号（厚木市～大和

市）、国道1号（横浜市戸塚）が存在する地域。

○地域内の東名高速道路大和トンネル付近は主要渋滞箇所のうち、早

期に大きな効果が期待できる箇所で、道路管理者等が速やかに対策

を検討する箇所として位置付け。

（参考）
かながわ都市

マスタープラン

【川崎・横浜都市圏域】
に相当

かながわ都市

マスタープラン

【湘南都市圏域】
に相当

かながわ都市

マスタープラン

【県央都市圏域】
に相当

かながわ都市

マスタープラン

川崎・横浜都市圏域の

【県央東京連携軸】、

【東海道連携軸】

に相当

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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■神奈川県全体における対応方針について（案）

１．神奈川県の概況

２．方向性

３．神奈川県全体の交通ネットワークイメージ

概 要

神奈川県

の状況

• 神奈川県は事業所数が全国で第４位であり、京浜工業地帯の一部を形成する川崎市、横浜市の京浜臨海部や圏央
道周辺の県央・湘南地域に産業が集積しています。

• 横浜、鎌倉、箱根といった国際的観光地をはじめとして、湘南、三浦半島、丹沢・大山など、特色ある観光地が各地域
に形成され、多くの観光客が訪れています。

• 東京の南西部に位置していることから、古くから東西方向（都心から放射方向）の道路が整備されているものの、南北
方向（都心の環状方向）の道路整備が遅れています。

道路

交通

状況

• 東西方向の道路は、海側から東京湾岸道路、国道１５号、国道１号、第三京浜、国道２４６号、東名高速道路等の幹
線道路が整備されていますが、通過する地域は人口や産業施設が集中しており、交通需要も大きいため、主要な交差
点や交通容量の低下している箇所で渋滞が発生しています。

• 南北方向の道路においては、道路ネットワーク整備が進んでいないため、国道４０９号、国道１６号、国道 １２９号等の
限られた路線に交通が集中しており、交通容量の不足から慢性的な渋滞が発生しています。

• また、県央の厚木市、相模原市・大和市周辺では、幹線道路が市街地中心部を通過しているため都市内交通と都市
間交通が混在し、主要交差点等で渋滞が発生しています。

• 箱根や鎌倉・湘南の観光地周辺では、朝夕のピーク時や休日や観光シーズンに激しい観光渋滞が発生しています。

概 要

総合

対策等

• 現在進めている道路ネットワーク（圏央道、高速横浜環状道路、川崎縦貫道路、バイパス等）の整備を進めるとともに、
市中心部や都市間を結ぶ幹線道路の主要渋滞箇所において、それぞれ渋滞要因に即した対策を総合的に講じていき
ます。

道路

整備

① 東西方向の道路における渋滞対策
道路ネットワークの整備や交差点の改良、道路線形の不良箇所の改良や交通容量の拡大検討等により交通容量の拡大

を図ります。
→道路ネットワークの整備（厚木秦野道路、横浜湘南道路、高速横浜環状南線 等）
→東西交通軸の交通容量の拡大検討（東名高速道路（大和トンネル付近） 等）

② 南北方向の道路の渋滞対策
道路ネットワーク整備により、都市内交通と都市間交通を適切に分担する等、交通の円滑化を図ります。
→道路ネットワークの整備（圏央道（さがみ縦貫道路）、高速横浜環状北線・北西線、川崎縦貫道路の整備）

③ 市街地における渋滞対策
拡幅による容量確保や交差点立体化、交差点改良、都市計画道路の整備等により交通の円滑化を図ります。
→拡幅による容量確保（（都）世田谷町田線 等）
→都市計画道路の整備（（都）宮内新横浜線 等）

④ 主要な観光地における休日や観光シーズンにおける渋滞対策
観光地への経路にあたる幹線道路における交通集中による渋滞について、拡幅による容量確保等により交通の円滑化を

図ります。

• 多くの主要渋滞箇所が存在していることから、効率的に対策を行うことができる箇所からソフト施策も含め検討し、重点的に対策を実施して参ります。

→交通需要が大きい東西方向や道路ネットワーク整備の遅れている南北方向の道路ネットワーク整備や交差点改良等を実施します。

→地方都市における交差点改良や観光地周辺における交差点改良や交通容量の拡大を図ります。

• 国道１号および東名高速では交通が集中しており交通容量の低下や不足により渋滞が顕著なため、「（仮称）神奈川県東名軸地域ボトルネック検討WG（ワーキンググループ）」を設置し、関係する道路管理者が連携して対策等の検討を進めてまいります。

• 今後、主要渋滞箇所については、最新交通データ及び地域の交通事情を踏まえ、随時見直しを図っていきます。

休日に発生する
観光地の渋滞

中心市街地や都市間を
結ぶ幹線道路の渋滞

対策中

新東名高速道路

厚木秦野道路

圏央道（さがみ縦
貫道路）

東西方向の交通軸

高速横浜環状北西線

新湘南バイパス

東部地域

湘南・西湘地域

東名軸地域

横浜湘南道路

道路ネットワーク整備

検討経緯
• 首都県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が 実感している渋

滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を検討しました。

※ ｢首都県渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警察本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

県央地域

南
北
方
向
の
交
通
軸

高速横浜環状南道路

高速横浜環状北線

川崎縦貫道路

今後の対応方針

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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■神奈川県全体における対応方針について 現在の対策等の例（案）

参考①「改定・かながわのみちづくり計画」平成24年3月改定

■道路を取り巻く状況と改定の基本的な考え方

参考⑤主な事業箇所の概要

■新東名高速道路（海老名～伊勢原）

新東名高速道路 海老名～伊勢原パンフレット（NEXCO中日本）

■圏央道（さがみ縦貫道路）

圏央道さがみ縦貫道路パンフレット（横浜国道事務所）

参考②横浜市中期４カ年計画平成22年12月

参考④相模原市新道路整備計画
平成22年3月

参考③川崎市の道路整備プログラム
平成23年3月

■高速横浜環状北西線

高速横浜環状北西線パンフレット（横浜市道路局）

■圏央道（高速横浜環状南線）

圏央道高速横浜環状南線パンフレット（横浜国道事務所）

■厚木秦野道路

厚木秦野道路パンフレット（横浜国道事務所）

■圏央道（横浜湘南道路）

圏央道横浜湘南道路パンフレット（横浜国道事務所）

■施策27 交通ネットワークの整備による都市基盤の強化

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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市道五貫目
第33号線

一般国道1号
（保土ヶ谷橋工区）

鴨居上飯田線

戸塚駅前地区 下永谷大船線
（上倉田舞岡地区）環状3号線

（戸塚、南戸塚、汲沢地区）

246

横浜港

常盤台IC

峰岡IC

星川IC

金沢自然公園IC

市道磯子第245号線
（国道16号）杉田地区

0 1 2 3 4 5 10km
500m

事業中 計画

対策中

凡 例

道路網の整備イメージ

高速横浜環状南線

■神奈川県東名軸地域における対応方針について（案）

２．現在の対策等

概 要

神奈川県

東名軸地域

の状況

• 東西方向に２つの大動脈が整備されています。北側には首都圏と中京、近畿圏を結ぶ大
動脈である東名高速道路があり、インターチェンジ周辺や接続する幹線道路沿道には製
造業や物流倉庫をはじめとした企業の立地が進んでいます。

• 南側の国道１号の沿道周辺には住宅地や商業施設などの市街地が広がっており、鉄道駅
まで距離があるため、路線バスが密に運行されています。

道路

交通

状況

• 東名高速道路は大型車の交通量が約５万台／日と非常に多く、首都圏と中京圏・近畿圏
との物流の大動脈を担っており、昼夜を問わず交通が集中しています。加えて、大和トンネ
ル付近では土曜、休日には観光などの一般車両が集中し、激しい渋滞が発生しています。

• また、横浜市戸塚区内の国道１号は、沿道に商業施設や住宅が集中しており、その前後
を交差道路が少なく走行性の高い藤沢バイパスと横浜新道に挟まれているため速度低下
が顕著であり、藤沢、湘南以西と横浜以東を結ぶ交通が集中していることもあり、渋滞が発
生しています。

概 要

道路

整備

• 東西方向の道路における渋滞対策
交通需要に対して交通容量の低下や不足する東西方向の国道１号等の主要渋滞箇所

について道路ネットワークの整備による交通の分散や付加車線の追加、交差点の改良等に
よる交通容量の拡大を図ります。
→道路ネットワークの整備（横浜湘南道路、高速横浜環状南線 等）
→東西交通軸の交通容量の拡大検討（東名高速道路（大和トンネル付近） 等）

１．神奈川県東名軸地域の概況 ３．神奈川県東名軸地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

• 各主要渋滞箇所の渋滞対策について、道路管理者や公安委員会などが連携して詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

→交通需要が大きく交通容量が不足していることに起因する東西方向の道路の渋滞について、道路ネットワークの整備や交通容量の拡大、交差点改良を実施します。

• 国道１号および東名高速では交通が集中しており交通容量の低下や不足により渋滞が顕著なため、「（仮称）神奈川県東名軸地域ボトルネック検討WG（ワーキンググループ）」を設置し、関
係する道路管理者が連携して対策等の検討を進めてまいります。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、関係する道路管理者が連携して主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行ってまいります。

今後の対応方針

検討経緯

• 首都県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が 実感している渋
滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を検討しました。

※ ｢首都県渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警察本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

首都圏と中京圏・近畿圏を結ぶ
物流交通や休日等の観光交通
による渋滞

大和トンネル

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

県庁

市役所・町村役場

港湾

ＪＲ

私鉄

箇所（踏切）

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所に隣接する主な施設＞

駅

大型店舗

＜主要施設＞

中山北山田線

交通容量の拡大検討

地域内交通と藤沢、湘
南以西と横浜以東を結
ぶ交通の集中による渋
滞

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

道路ネットワーク
の整備
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■神奈川県東部地域における対応方針について（案）

２．現在の対策等

３．神奈川県東部地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

概 要

神奈川県

東部地域

の状況

• 神奈川県東部地域の横浜市・川崎市は、大規模商業施設や業務施設が集積しており、首
都東京に隣接しているため内陸部には住宅地が広がり、社会経済活動が活発な地域とな
っています。

• 国際コンテナ戦略港湾に指定された京浜港（横浜港、川崎港）を抱えています。羽田空港
に多摩川を挟んで近接する川崎臨海部は国内のみならず、東アジア近隣諸国をはじめとし
た世界との交流・連携を支える県の新たな拠点としても期待されています。

道路

交通

状況

• 主要な幹線道路が市街地中心部を通過しているため、横浜市や川崎市の中心部では業
務交通が多く、容量不足等による速度低下や渋滞が発生しています。

• 東西方向の東名高速道路と湾岸地域を結ぶ、南北方向の唯一の自動車専用道路である
保土ヶ谷バイパスには交通が集中し、約１６．８万台／日と日本一の交通量となっており、
朝夕のピーク時に交通の集中による渋滞が発生しています。

概 要

道路

整備

① 南北方向の道路の渋滞対策
横浜市中心部を迂回する道路ネットワーク整備や、川崎市内の縦方向を結ぶ道路ネット

ワーク整備により、都市内交通と通過交通を適切に分担させる等、交通の円滑化を図ります
→道路ネットワークの整備（高速横浜環状北線・北西線、川崎縦貫道路）

② 市街地における渋滞対策
拡幅による容量確保や交差点立体化、交差点改良、都市計画道路の整備等により交通

の円滑化を図ります。
→拡幅による容量確保（（都）世田谷町田線 等）
→都市計画道路の整備（（都）宮内新横浜線、（都）中山北山田線 等）

１．神奈川県東部地域の概況

横浜市

川崎市

藤沢市

崎市

大和市

綾瀬市

間市

47

48

46

43

24

11

36

40

12

38

10

109

3

9

42

41

55

37

50

16
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25

18

27 26

39

22

8

7

6

42

1

5

29

58

57

33

13

34
32

30

31

56

54

59

52
53

51

45
44

14

19

20

21 28

23

15

107

55

9

32

13

11

31

7

54

23

28
12

22

65

42

40

66

36

62

43

17

45

26

37

61

3

69

33
39

48

58

56

34

44

24

8

21

70

10

19

35

50
45

16

1

15

52

30

57

27

25

47
49

2

29

51

53

14

38

67

46

6

63

68

20

64

18

35

横
浜
横
須
賀
道
路

県道世田谷町田
4車線拡幅

市道五貫目
第33号線

一般国道1号
（保土ヶ谷橋工区）

鴨居上飯田線

戸塚駅前地区 下永谷大船線
（上倉田舞岡地区）環状3号線

（戸塚、南戸塚、汲沢地区）

246

横浜港

川崎港

常盤台IC

峰岡IC

星川IC

金沢自然公園IC

京浜急行大師線
連続立体

川崎1号沿道
環境整備

市道磯子第245号線
（国道16号）杉田地区

0 1 2 3 4 5 10km
500m

事業中 計画

対策中

凡 例

道路網の整備イメージ

高速横浜環状南線

• 各主要渋滞箇所の渋滞対策について、道路管理者や公安委員会などが連携して詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

→交通需要が大きく交通容量が不足していることに起因する南北方向の道路の渋滞や市街地の渋滞について、道路ネットワークの整備や交差点改良を実施します。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、関係する道路管理者が連携して主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行ってまいります。

今後の対応方針

検討経緯

• 首都県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が 実感している渋
滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を検討しました。

※ ｢首都県渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警察本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

道路ネットワーク整備

通過交通と市内中心部
への流入交通が混在し、
集中することによる渋滞

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

県庁

市役所・町村役場

港湾

ＪＲ

私鉄

箇所（踏切）

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所に隣接する主な施設＞

駅

大型店舗

＜主要施設＞

川崎縦貫道路

中山北山田線

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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■神奈川県湘南・西湘地域における対応方針について（案）

１．神奈川県湘南・西湘地域の概況

２．現在の対策等

３．神奈川県湘南・西湘地域の主要渋滞箇所と現在の対策等
概 要

神奈川県

湘南・西湘
地域の状況

• 平塚市・茅ヶ崎市では、大規模な工場が古くから立地しており、近年、整備の進んでいるさがみ縦貫
道路の周辺に新たな企業進出が進んでいます。

• 海岸沿岸部には、古都「鎌倉」や、湘南、三浦半島などの観光資源を有し、多くの観光客が訪れて
います。

道路

交通

状況

• 茅ヶ崎市・藤沢市の中心部では通過交通と市内中心部への流入交通が混在し、容量不足による速
度低下や渋滞が発生しています。また、南北に流れる相模川を渡る橋の周辺では、特に前後を自
動車専用道路で挟まれた河口付近で慢性的に渋滞が発生しています。

• 鎌倉では特に休日や行楽シーズンは日中、国道１３４号や藤沢鎌倉線などで観光地に向かう激しい
渋滞が発生しています。

• また、湘南海岸周辺では夏場を中心に訪れる観光客により、国道1号や海岸沿いの国道１３４号で
激しい渋滞が発生しています。

概 要

道路

整備

① 交通需要が大きいことによる東西方向の道路における渋滞対策
新湘南バイパスの整備や交差点の改良等により交通容量の拡大を図ります。
→バイパスの整備（新湘南バイパス 等）

② 市街地における渋滞対策
拡幅による容量確保や交差点立体化、交差点改良、都市計画道路の整備等により交通の円滑化を

図ります。
→都市計画道路の整備

③ 主要な観光地における休日や観光シーズンにおける渋滞対策
観光地への経路にあたる幹線道路における交通集中による渋滞について、拡幅による容量確保等

により交通の円滑化を図ります。
→交通容量の確保や適切な交通誘導等の実施（国道１３４号の暫定拡幅 等）

ソフト施策
• 主要な観光地における休日や観光シーズンにおける渋滞対策

適切な交通誘導等により交通の円滑化を図ります。

横須賀市

藤沢市

鎌倉市

三浦市

茅ケ崎市
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93

横浜港

横須賀港

（寒川南IC）

（海老名南JCT）

（寒川北IC）

（茅ヶ崎JCT）

（栄IC・JCT）

（戸塚IC）

（公田IC）

海老名JCT

藤沢IC

釜利谷JCT

川上IC

上矢部IC
別所IC

日野IC

港南台IC

堀口能見台IC

並木IC

朝比奈IC

逗子IC

横須賀IC

衣笠IC
佐原IC

浦賀IC

馬堀海岸IC

茅ヶ崎中央IC

茅ヶ崎西IC

茅ヶ崎海岸IC

伊勢原IC

厚木IC

狩場IC

石川町JCT

（厚木南IC）

厚木西IC

（平塚IC）

（大磯IC）

藤塚IC新保土ヶ谷IC

今井IC

横浜横須賀道路

国道129号
（戸田立体） 用田バイパス

桜山トンネル

（都）久里浜田浦線

環状4号線
（公田桂町地区）

環状3号線
（戸塚、南戸塚、
汲沢地区）

下永谷大船線
（上倉田舞岡地区）

戸塚駅前地区

（都）権太坂和泉線
桜木東戸塚線

金沢自然公園IC

海老名IC

東京湾岸道路

市道磯子第245号線
（国道16号）杉田地区

0 1 2 3 4 5 10km
500m

事業中 計画

対策中

凡 例

道路網の整備イメージ

• 各主要渋滞箇所の渋滞対策について、道路管理者や公安委員会などが連携して詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

→交通需要が大きく交通容量が不足していることに起因する東西方向の道路の渋滞や観光交通によるアクセス道路の渋滞について、道路ネットワークの整備や道路拡幅による交通容量

の拡大、交差点改良を実施します。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、関係する道路管理者が連携して主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行ってまいります。

東京湾岸道路

観光地へのアクセス交通や
市街地における渋滞

バイパスの整備

拡幅による容量確保

検討経緯

• 首都県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が 実感している渋
滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を検討しました。

※ ｢首都県渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警察本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

今後の対応方針

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

県庁

市役所・町村役場

港湾

ＪＲ

私鉄

箇所（踏切）

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所に隣接する主な施設＞

駅

大型店舗

＜主要施設＞

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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■神奈川県県央地域における対応方針について（案）

１．神奈川県県央地域の概況

２．現在の対策等

３．神奈川県県央地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

概 要

神奈川県

県央地域

の状況

• 東名高速道路や国道１６号、国道２４６号などの道路網が古くから整備され、幹線道路周
辺に製造業や研究開発機関が集積しています。

• 鉄道駅から離れた郊外においても市街地が形成されており、駅へアクセスするための交通
手段は、県平均の4.4％に比べ8.1％と自動車利用の依存度が高くなっています。

• 東西方向には東名高速道路の多重化をも担う新東名高速道路の整備や、南北方向を結
ぶ新たなネットワークとなる圏央道（さがみ縦貫道路）の整備が進められており、その周辺
地域においては企業進出も進んでいます。

道路

交通

状況

• 相模原市や、大和市、厚木市の中心部では通過交通と市内中心部への流入交通が混在
し、湾岸地域と内陸部の南北方向を結ぶ国道１６号や、東京と静岡間の東西方向を結ぶ
国道２４６号などの幹線道路で容量不足による速度低下や渋滞が発生しています。

概 要

道路

整備

① 東西方向の道路における渋滞対策
交通需要が大きく交通容量が不足している東西方向について、道路ネットワークの整備や

交差点の改良、道路線形の不良箇所の改良等により交通容量の拡大を図ります。
→道路ネットワークの整備（厚木秦野道路）

② 南北方向の道路の渋滞対策
道路ネットワークの整備が進んでいない南北方向について、都市を迂回する道路環状道

路の整備により、都市内交通と通過交通を適切に分担する等、交通の円滑化を図ります
→道路ネットワークの整備（圏央道（さがみ縦貫道路））
→交差点立体化（国道16号町田立体 等）

• 各主要渋滞箇所の渋滞対策について、道路管理者や公安委員会などが連携して詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

→交通需要が大きく交通容量が不足していることに起因する東西方向の渋滞や道路ネットワークが進んでいないことによる南北方向の渋滞について、道路ネットワークの整備や交差点立

体化、交差点改良を実施します。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、関係する道路管理者が連携して主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行ってまいります。

今後の対応方針

横浜市

相模原市

川崎市

秦野市

厚木市

清川村

藤沢市

平塚市

伊勢原市

愛川町

茅ケ崎市

大和市

綾瀬市
海老名市

座間市

寒川町

47

49

48

80

11

94

99
92

40

12

124

112

105

109

119

104

101

3

41

50

39

8

7

6

42

7982
81

84

83

93

89

91

90
88

98

95

97

96
102

103

121

132

131

113

114

120

123

107
108

106

100

117

116

115

130

110

127

126

125

118

129

128

121

127

109

113

115

120

114

122

110

117

107
135

144

133

129

98

89

137

105

59

112

123

65

42

101

126

106

149

139

111

138

36

140

141

62

131

94

102

99

60

118

108

37

61

142

91

125

58

56

97

85

145

124

41

148

57

2

100

128

116

132

3

104

103

90

63

143

136

130

64

119

134

93

122

県道世田谷町田
4車線拡幅

市道五貫目
第33号線

町田立体事業

用田バイパス

（仮称）綾瀬SIC

道路ネットワーク整備

道路ネットワーク整備

交差点の立体化

0 1 2 3 4 5 10km
500m

事業中 計画

対策中

凡 例

道路網の整備イメージ

検討経緯

• 首都県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が 実感している渋
滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を検討しました。

※ ｢首都県渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警察本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

通過交通と市内中心部
への流入交通が混在し、
集中することによる渋滞

国道１２９号戸田立体

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

県庁

市役所・町村役場

港湾

ＪＲ

私鉄

箇所（踏切）

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所に隣接する主な施設＞

駅

大型店舗

＜主要施設＞

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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■首都圏全体における対応方針について（案）

検討経緯
• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者

の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を「協議会」において検討し、決定しました。

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

今後の対応方針

１．首都圏の概況

２．方向性

３．首都圏全体の交通ネットワークイメージ

概 要

首都圏

の状況

• 我が国の中枢機能が存在し、3,562万人の人口が居住する首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県）は、路線あたり平均交通量が全国平均の２倍以上であり、混雑時旅行速度は全国平均よりも約
10km/h低い状況（首都圏平均24.2km/h）となっているところ。その状況の下、高速道路で91箇所の主
要渋滞箇所が存在し、一般道では1,499箇所の主要渋滞箇所が存在しています。

道路

交通

状況

• 首都圏の主要渋滞箇所の特徴として、高速道路では、大都市流入部のボトルネック、首都圏
中心部におけるJCT付近等に主要渋滞箇所が存在し、また、一般道路では、都心部に連担して
存在する主要渋滞箇所、郊外部の放射方向・環状方向の幹線道路周辺の主要渋滞箇所が存在
しています。

概 要

総合

対策等
•首都圏には、非常に多くの主要渋滞箇所が存在していることから、効果的な対策を行うことがで
きる箇所に重点化をしつつ、対策を講じていきます。

道路

整備

①高速道路について
• 都心流入部へのボトルネック箇所に対して交通容量の拡大検討を図ります。
→中央道（小仏TN付近、調布付近）、東名高速（大和TN付近）

• 首都圏三環状道路など飛躍的にネットワーク機能を高める対策を実施します。
→圏央道、外環（高谷JCT～三郷南IC、大泉JCT～東名JCT)、中央環状品川線 等

②一般道路について
• 交通量の多い幹線道路が交差する交差点の円滑化を図ります。
→右左折車線増設、右折滞留長の延長、交差点の立体化等

• 交通需要について全体的に交通容量が足りない箇所に対し、交通容量の拡大を図ります。
→バイパス整備、拡幅による車線増等

• 踏切に起因する渋滞について踏切の円滑化を図ります。
→連続立体交差事業等

• ハード対策とあわせ、信号現示の調整等のソフト対策をあわせて実施していきます。

○国土交通省関東地方整備局

○神奈川県警察本部

○山梨県

○相模原市

○国土交通省関東運輸局

○埼玉県

○横浜市

○東日本高速道路株式会社

○警視庁

○千葉県

○川崎市

○中日本高速道路株式会社

・各主要渋滞箇所の渋滞対策について、それぞれの対策方針に基づき、各道路管理者において詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

→高速道路については、都心流入部の交通容量の拡大と首都圏三環状道路などネットワーク機能を高める対策を実施します。

→一般道路については、幹線道路が交差する交差点の円滑化、交通容量の足りない箇所に対して交通容量の拡大及び踏切に起因する渋滞について踏切の円滑化を図ります。

・各地域ごとに必要に応じて、WG（ワーキンググループ）を設立し、関係する道路管理者が連携して対策等の検討を進めて参ります。

→中央道（小仏TN付近、調布付近 等）、神奈川県東名軸（東名高速、国道１号 等）についてはWGを設立し、具体的な対策の立案に着手したところです。

→今後、埼玉県中部地域（関越道、国道17号 等）や千葉県湾岸地域（京葉道路、国道357号 等）においてもWGを設立することとしております。（P）

・今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることｊから、主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行って参ります。（PDCAサイクル）

○埼玉県警察本部

○東京都

○千葉市

○首都高速道路株式会社

○千葉県警察本部

○神奈川県

○さいたま市

Action

Plan

Do

Check

緑区

市原市

君津市

つくば市

香取市

行方市

成田市

鉾田市

富津市

旭市

稲敷市

飯能市

鴨川市

柏市

奥多摩町

熊谷市

山武市

神栖市

八王子市

深谷市

加須市

いすみ市

常総市

印西市

土浦市

坂東市

古河市

川越市

小美玉市

檜原村

秦野市

木更津市

野田市

青梅市

佐倉市

鹿嶋市

匝瑳市

茂原市

緑区

大多喜町

厚木市

勝浦市

根町

本庄市

東金市

小田原市

船橋市

かすみがうら市

若葉区

久喜市

美浦村

下妻市

袖ケ浦市

八街市

横須賀市

多古町

所沢市

町田市

潮来市

清川村

阿見町

取手市

境町

藤沢市

鴻巣市

行田市

平塚市

長南町

寄居町

皆野町

大田区

龍ケ崎市

松戸市

越谷市

小川町

牛久市

羽生市

南足柄市

市川市

南区

川口市

富里市

足立区

あきる野市

横芝光町

春日部市

旭区

横瀬町

東松山市

岩槻区

狭山市

栄町

練馬区

日高市

長柄町

町

東庄町

川崎区

尾市

鋸南町

入間市

中央区

八千代町

河内町

西区

世田谷区

芝山町

つくばみらい市

勢原市

川島町

ときがわ町

坂戸市

緑区

越生町

鎌倉市

八千代市

吉見町

松田町

緑区

中央区

江戸川区

戸塚区

守谷市

白井市

睦沢町

江東区

青葉区

流山市

泉区

大網白里町

葛飾区

愛川町

幸手市

杉並区

美里町

我孫子市

板橋区

港北区

吉川市

北区

三浦市

金沢区

鶴見区

見沼区

港区

湯河原町

長瀞町

三郷市

嵐山町

杉戸町

滑川町

府中市

中区

長生村

茅ケ崎市

都筑区

桜区

白子町

栄区

東秩父村

草加市

日野市

大和市

蓮田市

四街道市

鳩山町

毛呂山町

花見川区

桶川市

北区

御宿町

利根町

白岡町

立川市

品川区

五霞町

一宮町

新座市

綾瀬市

日の出町

麻生区

調布市

美浜区

稲毛区

多摩市

南区

小平市

多摩区

港南区

中井町

神崎町

北本市

浦安市

南区

宮前区

朝霞市

新宿区

稲城市

八潮市戸田市

座間市

昭島市

逗子市

大磯町

瀬谷区

神奈川区

瑞穂町

葉山町

三鷹市

高津区

鎌ケ谷市

松伏町

宮代町

習志野市

中野区

渋谷区

富士見市

三芳町

幸区

奈町

中原区

目黒区

鶴ヶ島市

保土ヶ谷区

大井町

酒々井町

寒川町

豊島区

東村山市

大宮区

西東京市

文京区

西区

福生市

清瀬市

東大和市

台東区

羽村市

武蔵村山市

国分寺市
小金井市

海老名市

磯子区

九十九里町

墨田区

浦和区

和光市

中央区

ふじみ野市

荒川区

志木市

二宮町

千代田区

武蔵野市

中央区

国立市

蕨市

東久留米市

真鶴町

開成町

狛江市

鳩ヶ谷市

鶴見区

江東区

所属未定地

江東区

中区

麻生区

所属未定地

所属未定地
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35

1 2 2

市

川川川川

圏央道

圏央道

都心流入部の容量拡
大による渋滞改善

東名高速（大和TN付近）

中央道（小仏TN付近）

都心流入部の容量拡
大による渋滞改善

参
考

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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Action

Plan

Do

Check

市原市

君津市

つくば市

成田市

富津市

鉾田市

飯能市

稲敷市

柏市

奥多摩町

行方市

山武市

八王子市

熊谷市

野原市

古河市

常総市
坂東市

いすみ市

土浦市

川越市

檜原村

小美玉市

秦野市

木更津市

野田市

佐倉市

青梅市

緑区

茂原市

大多喜町

厚木市

町

東金市

小田原市

若葉区

船橋市

下妻市

八街市

横須賀市

多古町

袖ケ浦市

所沢市

清川村

町田市

藤沢市

取手市

境町

行田市

平塚市

鴻巣市

長南町

阿見町

寄居町

皆野町

松戸市

小川町

越谷市

加須市

牛久市

龍ケ崎市

羽生市

南足柄市

市川市

川口市

かすみがうら市

富里市

足立区

大田区

横芝光町

横瀬町

岩槻区

栄町

東松山市

狭山市

旭区

春日部市

練馬区

日高市

あきる野市

長柄町

神川町

尾市

中央区

入間市

八千代町

世田谷区

西区

芝山町

川島町

勢原市

越生町 坂戸市

鎌倉市

吉見町

八千代市

つくばみらい市

松田町

江戸川区

ときがわ町

戸塚区

睦沢町

白井市

泉区

守谷市

葛飾区

青葉区

美浦村

愛川町

幸手市

杉並区

美里町

我孫子市

板橋区

港北区

吉川市

川崎区

北区

長瀞町

金沢区

三郷市

府中市

滑川町

港区

長生村

騎西町

中区

茅ヶ崎市

白子町

都筑区

栄区

草加市

日野市

東秩父村

桜区

菖蒲町

鶴見区

四街道市

久喜市

鳩山町

花見川区

利根町

江東区

五霞町

一宮町

江南町

品川区

調布市

多摩区

小平市

北本市

中井町

戸田市

大磯町

昭島市

稲城市

逗子市

座間市

流山市

大網白里町

見沼区

嵐山町

杉戸町

大和市

蓮田市

毛呂山町

桶川市

白岡町

立川市

新座市

麻生区

綾瀬市

稲毛区

日の出町

美浜区

多摩市

南区

港南区

神崎町

海老名市

磯子区

宮前区

浦安市

大利根町

朝霞市

新宿区

神奈川区

八潮市

葉山町

瀬谷区

瑞穂町

松伏町

宮代町

高津区

北川辺町

三鷹市

鎌ケ谷市

習志野市

中野区

三芳町

栗橋町

中原区

幸区

富士見市

渋谷区

奈町

酒々井町

大井町

目黒区

九十九里町

鶴ヶ島市

墨田区

鷲宮町

豊島区

寒川町

保土ケ谷区

東村山市

大宮区

西東京市

文京区

浦和区

台東区

和光市

福生市
東大和市

荒川区

清瀬市

羽村市
武蔵村山市

志木市

ふじみ野市

小金井市国分寺市

国立市

武蔵野市

千代田区

蕨市

東久留米市

開成町

狛江市

鳩ヶ谷市

相模原市

印西市

■高速道路（首都圏（外環外側））における対応方針について（案）

検討経緯
• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者

の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を「協議会」において検討し、決定しました。

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

今後の対応方針

１．高速道路（首都圏（外環外側））の概況

２．現在の対策等

３．高速道路（首都圏（外環外側））の主要渋滞箇所と現在の対策等

概 要

高速道
路（首都
圏（外環
外側））

の状況

• 昭和４２年の中央道の調布～八王子間の供用に始まり、以来、東名高速、関越道、東北道な
どの放射路線の整備を先行し、現在、圏央道などの環状道路の整備を進めています。

• 首都圏の高速道路では、中央道（小仏TN付近）の休日の5％タイル速度※が28㎞/ｈという例
に見られるように、大きな速度低下を多数観測しており、速度のバラツキが大きく定時性に課
題がある状況です。このような状況の下、高速道路（首都圏（外環外側）では、91箇所の主要
渋滞箇所が存在しています。 （※５％タイル速度：速度の低い方から順番に並べて５％番目の速度。）

道路

交通

状況

• 首都圏の主要渋滞箇所の特徴として、高速道路（外環外側）では、放射方向の路線に
おいて、休日の都心⇔郊外の流出入による交通集中部のボトルネック、都心近郊の通

勤時間帯の交通集中部のボトルネック等に主要渋滞箇所が存在します。

概 要

道路

整備

①高速道路ネットワーク整備の推進
新東名、首都圏三環状道路など高速道路ネットワーク機能を高める対策を実施します。
→新東名（海老名南ＪＣＴ～御殿場ＪＣＴ）、圏央道等

②渋滞ボトルネック部における交通容量の確保
休日や通勤時間帯の交通集中部のボトルネック部において、交通容量の確保を図る対策の
検討・実施を行います。
・中央自動車道（小仏トンネル付近、調布付近）
・東名高速道路（大和トンネル付近）
・関越自動車道（鶴ヶ島JCT付近～前橋ＩＣ付近）
・京葉道路（花輪IＣ付近～幕張ＩＣ付近） 等

ソフト

施策

○情報提供などのソフト対策
ハード対策と合わせ、情報提供等のソフト対策を、継続して実施していきます。
→年末年始・GW等ピーク時における渋滞緩和施策（東名渋滞減らし隊キャンペーン）

○国土交通省関東地方整備局

○神奈川県警察本部

○山梨県

○相模原市

○国土交通省関東運輸局

○埼玉県

○横浜市

○東日本高速道路株式会社

○警視庁

○千葉県

○川崎市

○中日本高速道路株式会社

・各主要渋滞箇所の渋滞対策について、それぞれの対策方針に基づき、各道路管理者において詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施していきます。

・各地域ごとにWG（ワーキンググループ）を設立し、関係する道路管理者が連携して対策等の検討を進めて参ります。

→中央道（小仏TN付近、調布付近 等）、神奈川県東名軸（東名高速、国道１号 等）についてはWGを設立し、具体的な対策の立案に着手したところです。

→今後、埼玉県中部地域（関越道、国道17号 等）や千葉県湾岸地域（京葉道路、国道357号 等）においてもWGを設立することとしております。（P）

・今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行って参ります。（PDCAサイクル）

○埼玉県警察本部

○東京都

○千葉市

○首都高速道路株式会社

○千葉県警察本部

○神奈川県

○さいたま市

調布IC
高井戸IC

大井松田IC

海老名JCT

厚木IC

東名川崎IC

東京IC

川崎浮島
JCT

船橋IC

幕張IC

穴川IC

貝塚IC

大宮IC

三郷JCT

鶴ヶ島JCT

上野原IC

谷和原 IC

中央道国立府中IC

八王子IC

海ほたるPA

八王子JCT

上矢部IC

戸塚終点

木更津金田
IC

横浜町田IC

つくば牛久 IC
つくばJCT

中央道 小仏トンネル付近
（八王子IC～上野原IC）

中央道 調布付近
高井戸IC付近～八王子IC付近

関越道
鶴ヶ島JCT付近～前橋IC付近

新東名高速
（海老名南JCT～御殿場JCT）

東名高速 大和トンネル付近
（横浜町田IC～海老名JCT）

京葉道路
（花輪IC付近～幕張IC付近）

圏央道

年末年始、GW等ピーク時の
渋滞緩和施策
（東名渋滞減らし隊キャンペーン）

参
考

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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柏市

川越市

船橋市

袖ケ浦市

所沢市

田市

松戸市

越谷市

市川市

川口市

足立区

大田区

山市

旭区

練馬区

世田谷区

西区

江戸川区

泉区

葛飾区

青葉区

杉並区

板橋区

港北区

吉川市

川崎区

北区

三郷市

府中市

港区

中区

都筑区

草加市

桜区

鶴見区

江東区

品川区

調布市

多摩区

小平市

戸田市

稲城市

流山市

大和市

新座市

麻生区

美

多摩市

南区

宮前区

浦安市

朝霞市

新宿区

神奈川区

八潮市

瀬谷区

高津区

三鷹市

鎌ケ谷市

習志野市

中野区

三芳町

中原区

幸区

富士見市

渋谷区

目黒区

墨田区

豊島区

保土ケ谷区

東村山市

大宮区

西東京市

文京区

浦和区

台東区

和光市

和市

荒川区

清瀬市

志木市

ふじみ野市

小金井市国分寺市

立市

武蔵野市

千代田区

蕨市

東久留米市

狛江市

鳩ヶ谷市

堀切JCT～小菅JCT間拡幅板橋JCT～熊野町JCT間拡幅

中央環状品川線

横浜環状北線

横浜環状北西線

小松川JCT新設

晴海線

■高速道路（首都圏（外環内側））における対応方針について（案）

検討経緯
• 首都圏における渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様

が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応方針を「協議会」において検討し、決定しました。

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

今後の対応方針について

今後の対応方針

１．高速道路（首都圏（外環内側））の概況

２．現在の対策

３．高速道路（首都圏（外環内側））の主要渋滞箇所と現在の対策等

概 要

高速道路

（首都圏（外環
内側））の状況

・昭和37年の京橋～芝浦間の供用に始まり、都心部における都心環状線と放射路線の整備、都市間
高速道路との接続を経て、現在、中央環状線、外環等のネットワーク整備を進めています。

・首都高速道路は、首都圏の他の道路に比べ非常に交通量が多く、最大断面交通量は16.3万台/日
（葛西JCT～辰巳JCT）となっており、東京23区内においては首都高速道路の延長が国道、都道の
約15%であるのに対し、走行台キロ・貨物輸送量はその2倍となる約30%を担っています。このような
状況の下、首都高速道路では25箇所の主要渋滞箇所が存在しています。

・外環は、平成4年の和光～三郷JCT間の供用以降、現在、大泉JCT～三郷南(約34km)が供用してお
り、関越道、東北道、常磐道の放射国幹道を繋ぐ環状道路で、平均断面交通量:約7万台/日の重交
通道路であることから、ジャンクション付近において5箇所の主要渋滞箇所が存在しています。

道路交通

状況

・首都高速道路の都心環状線は、利用交通の約6割が通過交通で、交通集中による大幅な速度低下
が生じ、合流する放射線の上り方向について渋滞が顕著な状況となっています。

・中央環状新宿線の供用(平成22年3月)により、都心環状線を先頭とする渋滞が緩和されたものの、
夕方の時間帯において中央環状線と合流する放射線下り方向の渋滞が顕在化している状況となっ
ています。

・外環は、大泉JCT、美女木JCT、川口JCT、三郷JCTにおいて、都市間高速道路及び首都高速道路
とを連結しており、ジャンクション分合流部における速度低下に起因する渋滞が、都心流入部に発
生しています。

○国土交通省関東地方整備局

○神奈川県警察本部

○山梨県

○相模原市

○国土交通省関東運輸局

○埼玉県

○横浜市

○東日本高速道路株式会社

○警視庁

○千葉県

○川崎市

○中日本高速道路株式会社

・主要渋滞箇所について詳細な要因の解析に基づく対策立案を行い、実効性及び効率性の高い箇所について優先的に渋滞対策を実施していきます。

→通過交通の分散を図るためのネットワーク整備、交通容量の拡大を図るための道路拡幅を進めるとともに、ソフト（標識・区画線改良、交通需要マネジメント等）、

ハード（出入口の増設、構造改良等）の両面から対策の検討を行います。

・対策の進捗に応じてその効果を検証しつつ、対応方針の見直しを行ってまいります。（PDCAサイクル）

○埼玉県警察本部

○東京都

○千葉市

○首都高速道路株式会社

○千葉県警察本部

○神奈川県

○さいたま市

概 要

道路整備

・都心部における通過交通の分散を図るため、ネットワーク整備を実施しています。
→中央環状品川線、小松川ジャンクション、横浜環状北線・北西線、
外環（高谷JCT～三郷南IC、大泉JCT～東名JCT)等

・交通容量の拡大を図るため、道路拡幅を実施しています。
→板橋JCT～熊野町JCT間、堀切JCT～小菅JCT間、三郷JCTランプ増設(外環⇒常磐)

ソフト施策
・交通需要の分散を図るため、中央環状線迂回利用割引等の料金施策を実施しています。
・交通容量の拡大を図るため、合流方法の変更（区画線変更）や速度低下区間における
LED表示板の設置等を実施しています。

凡例 ：首都圏高速道路（外環内側）
：主要渋滞箇所※

：道路整備箇所
：高速道路（外環外側）

※「平均旅行速度40km/h以下の区間」または
「ピーク時旅行速度40km/h以下の代表的な箇所」

東京外環自動車道
大泉JCT～東名JCT

東京外環
自動車道
高谷JCT

～三郷南IC

三郷JCTランプ増設

参
考

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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２．今後の渋滞対策の検討（案）について
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２．今後の渋滞対策の検討（案）について
２－１ 今後の首都圏における渋滞対策検討マネジメントサイクル

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

モニタリング等による検証・評価

 最新の交通データに基づく渋滞状況の確認

 実施した対策の効果について、道路利用者（バス・タクシー・トラック等運輸事業者、観光関係団体等）

の実感を確認

・一定期間選定要件以下 → 主要渋滞箇所の取り下げ(終了）

・対策終了後、一定期間選定要件以下 → 渋滞対策の終了

・対策終了後、選定要件以上 → 新たな渋滞対策の検討

・主要渋滞箇所以外の箇所が選定要件以上 → 主要渋滞箇所の追加

■今後の対応方針

○各主要渋滞箇所の渋滞対策について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ詳細な検討を進め、具体的な対策を立案・実施して
いきます

○今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会や各県移動性等向上委員会で主要渋滞箇
所やその対応方針について見直しを行って参ります

主要渋滞箇所の対策の立案

 各主要渋滞箇所について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ詳細な検討する進め、具

体的な対策を立案

 各主要渋滞箇所の対策の検討にあたっては、各道路管理者が渋滞状況、対策の方針、今後の対策案、対

策案の概要を整理

円滑な渋滞対策の実施を実現

 各道路管理者が個別に立案した対策に基づき対策を実施

 他機関の実施施策等との連携・調整を図りながら対策を実施

Ｐｌａｎ （計画）

渋滞対策・主要渋滞箇所の見直し

 道路管理者が、モニタリング等による検証･評価を踏まえ、渋滞対策と

主要渋滞箇所の見直し案を作成

 各県移動性等向上委員会において、渋滞対策の確認及び主要渋滞

箇所の見直しを議論

 首都圏渋滞ボトルネック対策協議会において、渋滞対策及び主要渋

滞箇所の見直しを決定。

Do（実行）

Ｃｈｅｃｋ（評価）

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

現在

Action

Plan

Do

Check

今後
Ｐ･Ｄ･Ｃ･Ａサイクルの実現に
よる確実な渋滞対策の実施

対応方針の策定

15



２．今後の渋滞対策の検討（案）について

２－３ 主要渋滞箇所の渋滞対策の整理方法の一例（カルテを作成する場合）

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

○主要渋滞箇所の渋滞状況、渋滞要因、対策案を1枚に取りまとめ、それぞれの関連が一覧できるよう
整理する。

主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カルテ

渋滞状況

○民間プローブデータ等の道路交通
データより得られる、渋滞状況を整理
（旅行速度、交通量等）

渋滞要因

○現地確認等により、渋滞の発生要因を
整理
（道路構造、交差点形状、沿道施設、
交通特性等）

対策案

○策定した対策案を整理
（事業目的、事業期間、事業主体等）

要因と対策の目的が整合しているか把握

要因が及ぼす渋滞状況の把握

対策の渋滞状況への効果の把握

※各道路管理者が適切な方法により整理
する。 16



２．今後の渋滞対策の検討（案）について

■カルテ（仮称）の作成イメージ（交通状況）

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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２．今後の渋滞対策の検討（案）について

■カルテ（仮称）の作成イメージ（対策方針）

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

18



２．今後の渋滞対策の検討（案）について

■現在用いているカルテ

今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

19



２．今後の渋滞対策の検討（案）について 今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定

20

■現在用いているカルテ



平成24年度 平成25年度

6月 7月 8～
10月 11月 12月 １月

2～
3月

4～
5月 6月 7月 秋～冬頃

１
都
３
県
移
動
性
等
向
上
委
員
会

主
要
渋
滞
箇
所
候
補
の
情
報
提
供

各
都
県
か
ら
の
意
見

主
要
渋
滞
箇
所
候
補
に
対
す
る

首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
協
議
会

Ｗ
Ｇ
に
つ
い
て

○
渋
滞
関
係
デ
ー
タ
の
共
有
、
意
見
交
換
等

協
議
会
開
催
（6
月
29
日
開
催
）

第
1
回
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

○
主
要
渋
滞
箇
所
候
補
の
確
認

第
1
回
移
動
性
等
向
上
委
員
会
開
催

○
主
要
渋
滞
箇
所
の
候
補
の
選
定
の
考
え
方

○
主
要
渋
滞
箇
所
候
補

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
案
）

協
議
会
開
催
（7
月
26
日
開
催
）

第
2
回
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

パ
ブ
コ
メ

11
月
9
日
～
11
月
18
日
実
施

提
示

○
パ
ブ
コ
メ
等
の
結
果
を
踏
ま
え
た
箇
所
の

協
議
会
開
催
（12
月
10
日
開
催
）

第
3
回
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

の
考
え
方
に
つ
い
て
議
論

○
主
要
渋
滞
箇
所
に
対
す
る
対
応
方
針
等

（6
月
上
旬
開
催
）

第
2
回
移
動
性
等
向
上
委
員
会
開
催

○
対
応
方
針
の
決
定

協
議
会
開
催
（6
月
下
旬
開
催
予
定
）

第
4
回
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

〇
各
主
要
渋
滞
箇
所
の
対
策
案
の
整
理

結
果
等
の
報
告

○
最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

協
議
会
開
催
（
秋
～
冬
頃
開
催
予
定
）

第
5
回
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

に
関
す
る
意
見

主
要
渋
滞
箇
所
の
対
応
方
針
等
に

〇
各
主
要
渋
滞
箇
所
の
対
策
案
の
整
理

結
果
の
報
告
等
に
つ
い
て
議
論

○
最
新
デ
ー
タ
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（秋
頃
開
催
予
定
）

第
3
回
移
動
性
等
向
上
委
員
会
開
催

に
対
す
る
意
見

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

最
新
デ
ー
タ
に
よ
る

主
要
渋
滞
箇
所
の
公
表
（1
月
18
日
）

対
応
方
針
の
公
表

ト
ン
ネ
ル
等
）

○
（小
仏
・
大
和

Ｗ
Ｇ
の
開
催

３．スケジュール（案） 今後、首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
で審議予定
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